
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2024 年 9 月 22 日（日）  徳島大学大塚講堂＆Web（参加者 会場：56 名 Web9 名） 

第 38 回 AWA DM.com 活動報告         
徳島県糖尿病協会 

第 38 回 AWADM.com は、ハイブリッド開催で開催いたしました。大塚講堂には 56 名が参加、Web 参加は少

なく、県外から千葉、兵庫、香川、愛媛などから参加頂きました。短い時間ではありましたが、有意義な時間を

過ごすことができました。 

 

  

【アンケート（14 名から回答をいただきました）】 

 

第 39 回 AWA DM.com は、 2025 年 1 月 18 日（土）予定 

ゲスト講演：ちゃんかあさん 

 

年代 ・初めての参加でしたが、自分のことや家族のことを話しやすい 

会でした。周りに聞けない些細なことも聞くことができて感謝 

しています。 

・３回目の参加でした。回を重ねるごとに緊張感もなくなって 

きました。 

・初めての患者会で緊張もされていたり、自分の事をお話するの 

が苦手な方もいらっしゃると思うので次回は積極的にお声か 

けるようにしたいと思います。 

グループディスカッションは、8 グループで構成し、1 時間にわたってのフリートークでした。 

【グループディスカッション】  

【ゲスト講演】  

立場 

【学生発表】  
徳島大学医学科 3 年生の学生から、「スティグマ」に関する発表が

行われました。糖尿病に対するスティグマについての説明や徳島大学

病院で行っているスティグマに関するアンケートの結果が紹介されまし

た。また、スティグマを取り除くための活動であるアドボカシー活動の

例として JADEC（日本糖尿病協会）が進めている「ダイアベティス」へ 
の病名変更が紹介され、学生ならではの視点として SNS を活用した糖尿病に関する正しい知識の発信・啓発の 

提案がなされました。学生からは、しっかりとアドボカシー活動に携われる医師になりたいという意見がありました。 

神戸大学医学部附属病院の大江裕子さんから「「MY ALL～1 型糖

尿病とともに生きる～」というタイトルで講演をして頂きました。大江さん

は小児期に 1 型糖尿病を発症され、その後、看護師になられ現在まで

ご活躍されています。講演では、患者、そして、医療者の両方の視点

からライフステージごとの問題点と大江さんご自身の体験談を紹介して頂きました。以前は、

「スティグマ」というものがあまりにも認識されておらず、受験や就職で苦労された点もあった

とのことでした。ただ、仲間や理解のある同僚たちに出会えたことで、ここまでやってこれた、

と話されました。そのような経験を基に、現在では「少しでもスティグマの体験者を減らすため

に、私ができること、できていることを証明し、伝えていきたい。」と学会やメディアを通じてアド

ボカシー活動に取り組まれているとのことでした。 


